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願書受付期間

３年履修課程
（一般選抜）

2022年9月26日(月) ～ 9月30日(金) 【当日消印有効】

11月9日(水)午後1時

12月7日(水)午後1時

12月21日(水)必着

２年履修課程
（一般選抜）

２年履修課程
（特別選抜（開放型））

第1次選抜
試 験 日

10月30日(日)
午前11時30分～午後1時30分

10月29日(土)
午前10時30分～午後4時30分

10月29日(土)
午前10時30分～午後1時30分

11月27日(日)
午前10時～午前12時(予定)

11月26日(土)
午前10時～午後6時(予定)

第1次選抜
合 格 発 表

第2次選抜
試 験 日

最終合格発表

入学手続締切日

※今後のコロナウィルス感染症拡大等の状況により、入学者選抜に関する日程を変更させていただく場合は、
　本学法科大学院Ｗebページ（http://www.law.tmu.ac.jp/ls/index.html）に掲載いたします。

＜一般選抜・特別選抜（開放型）＞

願書受付期間

２年履修課程（特別選抜（５年一貫型））

2022年9月26日(月)～9月30日(金)【当日消印有効】

口頭試問試験日 11月26日(土)午前10時～午前12時(予定)

最終合格発表 12月7日(水)午後1時

入学手続締切日 12月21日(水)必着

＜特別選抜（５年一貫型）＞
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１　教育理念とアドミッションポリシー

　本法科大学院の理念及びアドミッションポリシーは、以下のとおりです。

１　理念
　東京都立大学法科大学院の理念は、東京をはじめとする大都市の抱える複雑な問題に
対して、それを解決する能力を有する法曹を養成することです。
　東京は、大小の企業が多数存在し、東京都をはじめとする公共団体も集積しており、
世界的に見ても極めて特徴的な大都市です。
　このような巨大都市東京における企業活動、公益活動、さらには国際的な領域での活
動など、現代社会の法律的課題に対応することのできる高度な能力を備えた法曹の養成
を目指しています。

２　求める学生像
　東京都立大学法科大学院の理念に基づき、複雑な社会現象に高い関心を示し、それを
的確に把握したうえで分析・判断するための論理的思考力を有するとともに、それを的
確に表現することのできる人

３　入学者に求める能力
　⑴　社会現象への関心
　⑵　社会現象を的確に把握・分析・判断する論理的思考力
　３　自己の思考を的確に表現することができる能力

４　入学者に求める能力の評価方法
　＜３年履修課程（一般選抜）＞
　入学者選抜では、第１次選抜（小論文試験）、第２次選抜（口頭試問及び書類審査）
を通じて、上記能力について、総合的に評価します。

　＜２年履修課程（一般選抜）＞
　入学者選抜（一般選抜。後述する「特別選抜」以外の入学者選抜方法をいいます。
以下、「一般選抜」といいます。）では、第１次選抜（論述式試験及び簡易論述式試験）、
第２次選抜（口頭試問及び書類審査）を通じて、上記能力について、総合的に評価し
ます。

　＜２年履修課程（特別選抜）＞
　文部科学大臣より認定を受けた法曹養成連携協定に基づき設置された連携法曹基礎
課程（以下、「法曹コース」といいます。）に在学している者を対象とした入学者選抜
です。論述式試験を課さず、法曹コースの成績等（口頭試問及び書類審査）に基づき
合否判定を行う「５年一貫型教育選抜」（以下、「５年一貫型」ともいいます。）及び、
論述式試験を課し（第１次選抜）、法曹コースの成績等（第２次選抜〔口頭試問及び
書類審査〕）と併せて総合的に判断して合否判定を行う「開放型選抜」（以下、「開放型」
ともいいます。）を実施します。５年一貫型は本法科大学院が法曹養成連携協定を締結
する東京都立大学法学部及び明治学院大学法学部の法曹コースに在籍する者のみを対
象とし、開放型は本法科大学院と法曹養成連携協定を締結していない大学の「法曹
コース」を修了して本法科大学院に入学しようとする者をも対象とします。
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　　注
注１　２年履修課程の30人には、特別選抜（５年一貫型及び開放型）の対象者10～15人程
度を含んでいます。

注２　３年履修課程（一般選抜）と２年履修課程（一般選抜）は併願することができます。
　２年履修課程（一般選抜）と２年履修課程（特別選抜（開放型））は併願すること
ができます。
　その他の併願はできません。また、３年履修課程（一般選抜）、２年履修課程（一
般選抜）、２年履修課程（特別選抜（開放型））の３種の併願をすることもできません。
仮に、併願の許されない組み合わせで出願した場合は、いずれの出願も受理されませ
んので、ご注意ください。

　注３　併願をする場合の入学考査料については、「７　入学考査料の納付」をご確認くだ
さい。

３　出願資格

＜一般選抜の出願資格について＞
　下記いずれかに該当していること。
⑴　日本の大学を卒業した者又は２０２３年３月末日までに卒業見込みの者（卒業には学校教育法
第89条の規定による卒業（早期卒業）を含む。）
⑵　学校教育法第104条第７項の規定により学士の学位を授与された者又は2023年３月末日ま
でに授与される見込みの者〔大学改革支援・学位授与機構（大学評価・学位授与機構）から
学士の学位を授与された者又は2023年３月末日までに授与される見込みの者〕
３　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者又は２０２３年３月末日までに修了
見込みの者
４　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外
国の学校教育における16年の課程を修了した者又は202３年３月末日までに修了見込みの者
５　我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課
程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位
置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者又は
202３年３月末日までに修了見込みの者
６　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国
の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして
文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了
すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修すること
により当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施
設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学
位に相当する学位を授与された者又は２０２３年３月末日までに授与される見込みの者
７　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

10人程度３年履修課程

30人程度２年履修課程

２　募集人員　　法曹養成専攻（専門職学位課程）
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４　出願資格の事前審査

　一般選抜に出願しようとする者で、前記「３ 出願資格」のうち、９又は⑽の出願資格により
出願しようとする者は、事前に資格審査を行いますので、下記のとおり必要書類を提出してく
ださい。

茨　必要書類
①　出願資格審査申請書
　　※本学所定の用紙が必要となりますので、事前に本学に請求してください。
②　出身大学の卒業（見込）証明書及び成績証明書
　　※外国語の場合は日本語訳添付のこと。
③　研究従事歴等を証明する書類（研究生在学証明書等）
　　※出願資格（10）の者のみ。
④　推薦書（指導教員又は所属機関の長が発行するもの）
　　※出願資格（10）の者のみ。提出することが望ましい。

芋　提出期限
　2022年８月2６日（金）までに、郵送又は持参により、東京都立大学法科大学院事務室に提
出してください。
　※この事前の資格審査を経ずに出願した場合は、受理いたしません。
　※来学の際は、事前に連絡をしてください。（電話　03－3536－7756）

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に
修了した者又は２０２３年３月末日までに修了見込みの者
８　文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号）
９　大学に３年以上在学し、若しくは外国において学校教育における１５年の課程を修了し、若
しくは我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１５年
の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい
て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し、本
研究科の教授会においてあらかじめ定めた単位を優れた成績をもって修得したものと認めた
者、又は２０２３年３月末日までにこれらの要件を満たす見込みの者
⑽　本法科大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力
があると認めた者で、２２歳（２０２３年４月１日現在）に達する者〔大学教育修了までの学校教
育の課程が１６年に満たない国において大学教育を修了した者で、大学教育修了後、日本国内
又は国外の大学若しくは国立大学共同利用機関等これに準ずる研究機関において研究生、研
究員等として相当期間研究に従事している者等〕

＜特別選抜（５年一貫型教育選抜）の出願資格について＞
　202３年３月末日までに本法科大学院と法曹養成連携協定を締結した法学部の法曹コースを修
了し、大学を卒業する見込みの者（早期卒業となる見込みの者を含む。）

＜特別選抜（開放型選抜）の出願資格について＞
　202３年３月末日までに法曹コースを修了し、大学を卒業する見込みの者（早期卒業となる見
込みの者を含む。）
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５　入学願書受付期間等

どのような場合でも郵送以外の方法による出願は認めません。
必ず本学所定の封筒を使用して下記送付先に書留速達で郵送してください。
他の方法により送付・提出された願書は受理いたしません。

送付先：〒104－0053　東京都中央区晴海１-２-２　東京都立大学法科大学院事務室

６　出願手続

　志願者は下記の書類等を一括して郵送してください。２年履修課程（一般選抜）と２年履修
課程（特別選抜（開放型））を併願する方は、「一般選抜の出願書類について」に記載のある書
類を準備してください。その際、調査票については、「２年履修課程一般選抜・特別選抜（開
放型）併願用」を利用してください。また、成績証明書については、「特別選抜（５年一貫型
教育選抜・開放型選抜）の出願書類について」に記載のある「③在学大学の成績証明書」のと
おり提出してください。
　なお、下記以外の書類は提出できません。

＜一般選抜の出願書類について＞

2022年９月２６日（月）～９月３０日（金）まで
2022年９月３０日（金）当日消印有効（国内の消印に限る）

入学願書受付期間

郵送（書留速達）に限る入学願書提出方法

備　　　　　考提 出 書 類

・本学所定の用紙に記入・貼付したもの。
・写真票等は切り離さないでください。

① 入学志願票一式

・本学所定の用紙に記入したもの。② 調査票（一般選抜用）

・在学中の方は2022年度前期までの成績が記載されている
証明書を提出してください。なお、これが明記されてい
ない場合は、2022年９月９日以降に発行された証明書を
提出してください。
・複数の大学（院）に在籍していた（中退等を含む。）場合
は、すべての学校についての成績証明書を提出してくだ
さい。
・コピー不可

③ 出身大学及び大学院の成績証
明書

・③の成績証明書と④の卒業（見込）証明書が一体となって
いる場合は、当該証明書１部のみを提出してください。
・複数の大学（院）を卒業（修了）している場合は、すべて
の学校についての卒業（修了）証明書を提出してください。
・外国の大学の卒業証明書、成績証明書を提出される場合
は翻訳文を添付してください。
・コピー不可

④　卒業（見込）証明書又は大学
改革支援・学位授与機構（大
学評価・学位授与機構）が発
行する学士の学位授与証明書
若しくは学位授与申請受理証
明書
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＜特別選抜（５年一貫型教育選抜・開放型選抜）の出願書類について＞

・本学所定の振込依頼書により取扱金融機関で入学考査料
を納付し、振込証明書（Ａ票）に収納印が押してあるこ
とを確認のうえ、志願票の所定欄に貼って提出してくだ
さい（現金の受付は行いません。）。
・入学考査料の納付手続き及び入学考査料免除の手続きに
ついては、「７　入学考査料の納付」を参照してください。

⑤ 入学考査料の振込証明書
　 （Ａ票）

・本学所定の封筒に宛名を記入し、344円分の切手を貼って
ください。

⑥ 受験票等送付用封筒

・本学所定の用紙に住所・氏名を記入してください。
・１次及び２次選抜の合格通知時に使用します。

⑦ 宛名シール

・語学検定試験の成績、国家資格や各種資格試験の成績等、
「特筆すべき能力、資格等」がある場合には、調査票の所
定の欄に記載し、それを証明する書類のコピーを提出し
てください。

⑧ 能力証明資料

・外国人の場合のみ必要です。
・住所が定まっていない者は、パスポートのコピーを提出
してください。

⑨ 住民票の写し

備　　　　　考提 出 書 類

・本学所定の用紙に記入・貼付したもの。
・写真票等は切り離さないでください。

① 入学志願票一式

・本学所定の用紙に記入したもの。② 調査票（特別選抜用）

・2022年度前期までの成績が記載されている証明書を提出
してください。
・在学大学の証明書発行事務のために、出願期間までに
「2022年度前期までの成績が記載されている証明書」を
用意できない場合には、その旨を書き添えて2022年９月
９日以降に発行された証明書を提出するとともに、10月
21日までに到着するように、「2022年度前期までの成績
が記載されている証明書」を書留郵便により提出してく
ださい。
・成績証明書において「法曹コース」に在籍していること
が明示されていない場合には、法曹コースに在籍してい
ることを証明する書類を添付してください。
・コピー不可

③ 在学大学の成績証明書

・特別選抜（開放型）の志願者の場合のみ必要です。
・③の成績証明書と④の卒業見込証明書が一体となってい
る場合は、当該証明書１部のみを提出してください。
・在学大学の証明書発行事務のために、出願期間までに間
に合わない場合は事前にご連絡ください。
・コピー不可

④ 卒業見込証明書（早期卒業見
込証明書を含む。）
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・本学所定の振込依頼書により取扱金融機関で入学考査料
を納付し、振込証明書（Ａ票）に収納印が押してあるこ
とを確認のうえ、志願票の所定欄に貼って提出してくだ
さい（現金の受付は行いません。）。
・入学考査料の納付手続き及び入学考査料免除の手続きに
ついては、「７　入学考査料の納付」を参照してくださ
い。

⑤ 入学考査料の振込証明書
　 （Ａ票）

・本学所定の封筒に宛名を記入し、344円分の切手を貼って
ください。

⑥ 受験票等送付用封筒

・本学所定の用紙に住所・氏名を記入してください。
・合格通知時に使用します。

⑦ 宛名シール

・外国人の場合のみ必要です。
・住所が定まっていない者は、パスポートのコピーを提出
してください。

⑧ 住民票の写し

７　入学考査料の納付

　入学考査料の納付は、本要項に添付されている振込依頼書を使用し、取扱金融機関の窓口で
納付してください。なお、併願をする場合は、それぞれの入学者選抜における入学考査料（計
60,000円）が必要になります。募集要項には振込依頼書（30,000円）が１つしか同封されており
ませんので、併願をする方は２つ目の振込依頼書を事前に法科大学院事務室窓口で受領いただ
くか、返信用封筒（宛名明記・84円切手貼付）を添えて郵送にてご請求ください。

⑴　納付できる取扱金融機関
　全国の銀行（ただし、ゆうちょ銀行を除く。）から振り込むことができます。
　なお、みずほ銀行の本支店から振り込む場合、手数料は無料です。

⑵　納付する際の注意事項
①　振込依頼書、振込証明書、振込金受取書ともに「ご依頼人」欄の必要事項はすべて記入
してください。
②　振込依頼書は切り離さず取扱金融機関の窓口に現金を添えて提出してください。
③　振込証明書は取扱金融機関の収納印が押してあることを確認してください。
④　ATM（現金自動預払機）等での振込みはできません。
⑤　出願を受理した後は、一度納付された入学考査料は返還しませんので、出願については
十分に検討したうえで納付してください。
⑥　入学考査料を納付したが出願しなかった場合又は入学考査料を誤って二重に納付した場
合には、入学考査料の返還を申請することができます。詳細は、東京都立大学のWebペー
ジ（https://www.tmu.ac.jp/campus_life/tuition/expenses.html）をご確認ください。
　　「トップページ」→「入学希望の方へ」→「大学院入試」→「入学考査料・入学料・授業料」

問合せ先：〒１９２－０３９７　東京都八王子市南大沢１－１
　　　　　東京都公立大学法人　総務部会計管理課資金管理係
　　　　　電話 ０４２－６７７－１１１１　　内線 １０４７ 
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　本学では、2011年３月11日に発生した東日本大震災、2016年４月14日以降に熊本地方で発生した一
連の地震、2017年７月５日以降に九州北部地域で発生した一連の豪雨、2018年７月に西日本11府県で
発生した一連の豪雨、2018年９月６日に北海道で発生した地震、2019年８月に九州北部で発生した集
中豪雨、2019年9月に千葉県を中心に甚大な被害を出した令和元年台風第15号とそれに伴う停電、
2019年10月に関甲信、東北地方などに記録的な大雨をもたらした令和元年台風第19号、又は2020年７
月の令和２年７月豪雨により被災した受験生について、以下のとおり、入学考査料の免除を行います。

⑴　免除対象者
①　本人又は本人の学資を主として負担している者が、災害発生時において災害救助法適用
地域の各区市町村に居住しており、以下のいずれかに該当する場合
ア　罹災証明書の交付を受けられる者
イ　主たる学資負担者が死亡又は行方不明の場合
※災害救助法適用地域（市町村）の詳細については、東京都立大学法科大学院事務室（電
話　０３－３５３６－７７５６）まで問い合わせてください。なお、帰宅困難者対応のために災害救
助法を適用した東京都内の区市町村を除きます。

②　本人又は本人の学資を主として負担している者が住民票を有している又は２０１１年３月１１
日現在住民票を有していた地域が、福島第一原子力発電所の事故により、帰宅困難区域、
居住制限区域、避難指示解除準備区域、又は計画的避難区域として指定され、避難又は居
住地の変更を余儀なくされた場合

⑵　申請方法
　出願書類を郵送する際に、「入学考査料免除申請書（別紙様式）」及び以下のいずれかの書
類を提出してください。なお、この場合、入学考査料は納付しないでください（振込証明書
貼付も不要です。）。
ア　罹災証明書
イ　主たる学資負担者の死亡又は行方不明を証明する書類
ウ　福島第一原子力発電所の事故により、帰宅困難区域、居住制限区域、避難指示解除準
備区域、又は計画的避難区域として指定された地域に住民票を有している又は２０１１年３
月１１日現在住民票を有していたことを証明する書類

８　選考方法及び選抜試験

⑴　入学者選抜の方法
　入学者の選抜は、一般選抜・特別選抜（５年一貫型）・特別選抜（開放型）に分けて、そ
れぞれ次のように行います。

　①　一般選抜
　＜第１次選抜＞
　　・第１次選抜では、筆記試験を行います。
　　・３年履修課程については小論文試験を行い、既存の文章を論理的に理解・分析するとと

もに自ら思考した内容を適確に文章化する能力を備えているかを審査します。

東日本大震災、熊本地震、九州北部豪雨、平成30年７月豪雨、北海道胆振東部地震、令和元
年８月の前線に伴う大雨、令和元年台風第15号（台風15号による停電含む。）、令和元年台風
第19号、又は令和２年７月豪雨被災者に対する入学考査料の免除措置について
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　　・２年履修課程については、憲法、民法、刑法、商法、民事訴訟法、刑事訴訟法の６科目
について法律科目試験を行います。憲法、民法、刑法については論述式試験を行い、法
律学の基礎的知識を前提とした問題分析力・思考力・文章表現力を備えているかを審査
します。また、商法、民事訴訟法、刑事訴訟法については簡易論述式試験を行い、法律
学の基礎的知識を前提とした思考力・文章表現力を備えているかを審査します。

　＜第２次選抜＞
　　・第２次選抜は、第１次選抜の合格者に対して行います。口頭試問とともに、出願時の提

出書類に基づく書類審査を行い、法科大学院での教育を受けるために必要な適性及び能
力を備えているかを審査します。

　　・最終合格者は、第１次選抜及び第２次選抜の成績を総合的に判定して決定します。

　②　特別選抜（５年一貫型）
　出願時の提出書類及び学部成績に基づく書類審査並びに口頭試問を行い、法科大学院で
の教育を受けるために必要な適性及び能力を備えているかを審査して合否を決定します。

　③　特別選抜（開放型）
　＜第１次選抜＞
　　・第１次選抜では、筆記試験を行います。
　　・憲法、民法、刑法の３科目について論述式試験を行い、法律学の基礎的知識を前提とし

た問題分析力・思考力・文章表現力を備えているかを審査します。
　＜第２次選抜＞
　　・第２次選抜は、第１次選抜の合格者に対して行います。口頭試問とともに、出願時の提

出書類及び学部成績に基づく書類審査を行い、法科大学院での教育を受けるために必要
な適性及び能力を備えているかを審査します。

　　・最終合格者は、第１次選抜及び第２次選抜の成績を総合的に判定して決定します。

⑵　各選抜試験のスケジュール・受験上の注意点等
　①　一般選抜・特別選抜（開放型）
　出願資格を有しない者を除く出願者全員に「受験票」及び「第１次選抜試験受験者心得」を
郵送します（10月２０日（木）に発送予定）。
※「受験票」及び「第１次選抜試験受験者心得」が、10月２４日（月）までに届かなかった
場合は、10月２５日（火）に東京都立大学法科大学院事務室（電話　03－3536－7756）に
問い合わせてください。

　＜第１次選抜＞
　集合時刻、注意事項等の詳細は、受験票とともに送付する「第１次選抜試験受験者心得」
を参照してください。

　　【３年履修課程（一般選抜）】
　　　試験場：東京都立大学法科大学院（東京都中央区晴海１－２－２）

科　目時　　間期　　日

小論文午前11時30分～午後１時30分2022年10月30日（日）



９

　　【２年履修課程（一般選抜）】
　　　試験場：東京都立大学法科大学院（東京都中央区晴海１－２－２）

　　　※配点は次のとおりとします。

※１　上記各科目（憲法・民法・刑法・商法・民事訴訟法・刑事訴訟法）のうちいずれ
か一科目でもその得点が一定の水準に達しない場合、総合得点の如何にかかわらず
不合格となることがあります。

※２　出題範囲は次のとおりとします。なお、試験は２０２２年４月１日現在の法に基づい
て行います（民法を除く）。

　　・民法に関する出題については、『民法等の一部を改正する法律(令和３年法律第24
号)』 による改正後の民法に基づいて出題します。なお、出題に際しては、民法
の基本的な考え方を問うものとします。ただし、上記法律による改正前の法律(
現行法)に基づいて解答がなされた場合でも、採点に際して不利益に扱うことは
しません。

　　・商法は会社法の分野から出題します。
　　・民事訴訟法は上訴及び多数当事者訴訟を除きます。
　　・刑事訴訟法は上訴を除きます。
※３　六法は必要に応じて本学が用意し、貸与します（「法科大学院試験六法［２０２３年
度入試対応版］」（第一法規）使用予定）。個人の六法の持ち込みはできません。

　　【２年履修課程（特別選抜（開放型））】
　　　試験場：東京都立大学法科大学院（東京都中央区晴海１－２－２）

　　　※配点は次のとおりとします。

※1上記各科目（憲法・民法・刑法）のうちいずれか一科目でもその得点が一定の水準
に達しない場合、総合得点の如何にかかわらず不合格となることがあります。

※2試験は２年履修課程（一般選抜）と同一の問題です。
※3六法は必要に応じて本学が用意し、貸与します（「法科大学院試験六法[2023年度入試
対応版]」（第一法規）使用予定）。個人の六法の持ち込みはできません。

※4 一般選抜と特別選抜（開放型）を併願する方は、午後３時～午後４時30分に実施さ
れる簡易論述式試験（商法・民事訴訟法・刑事訴訟法）も受験していただくことに
なります。

形 式科　目時　　間期　　日

論述式
憲法

午前10時30分～午後１時30分

2022年10月29日（土）

民法
刑法

簡易
論述式

商法
午後３時～午後４時30分 民事訴訟法

刑事訴訟法

刑事訴訟法民事訴訟法商法刑法民法憲法
30点30点30点100点100点100点

形 式科　目時　　間期　　日

論述式
憲法

午前10時30分～午後１時30分2022年10月29日（土） 民法
刑法

刑法民法憲法
100点100点100点
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　＜第１次選抜（一般選抜・特別選抜（開放型））の結果発表＞

※１　受験番号により合格者を発表します。
※２　東京都立大学法科大学院Ｗebページは以下の通りです。
　　　http://www.law.tmu.ac.jp/ls/index.html
※３　電話での合否の問い合わせには一切応じません。

■合格者への書類送付
　合格者には「第２次選抜試験受験者心得」を郵送します（11月９日（水）発送予定）。
※第１次選抜合格者の方で、11月13日（日）までに「第２次選抜試験受験者心得」が届かな
かった場合は、11月14日（月）に東京都立大学法科大学院事務室（電話　03－3536－7756）
に問い合わせてください。

　＜第２次選抜（一般選抜・特別選抜（開放型））＞
　第１次選抜の合格者に対して、第２次選抜試験（口頭試問）を行います。
集合時刻、注意事項等の詳細は、第１次選抜の合格者に送付する「第２次選抜試験受験者
心得」を参照してください。なお、３年履修課程（一般選抜）と２年履修課程（一般選抜）
を併願し、両課程の第１次選抜に合格した受験者については、両課程の口頭試問を2022年11
月26日（土）にまとめて実施いたします。

　　【３年履修課程（一般選抜）】
　　　試験場：東京都立大学法科大学院（東京都中央区晴海１－２－２）

　　【２年履修課程（一般選抜・特別選抜（開放型））】
　　　試験場：東京都立大学法科大学院（東京都中央区晴海１－２－２）

　②　特別選抜（５年一貫型）
　特別選抜（５年一貫型）の受験者に対して口頭試問を行います。集合時刻、注意事項等
の詳細は、「受験者心得」を参照してください。
「受験票」及び「受験者心得」を郵送します（11月９日（水）に発送予定）。
※「受験票」及び「受験者心得」が、11月13日（日）までに届かなかった場合は、11月1４日
（月）に東京都立大学法科大学院事務室（電話　03-3536-7756）に問い合わせてください。

　　　試験場：東京都立大学法科大学院（東京都中央区晴海１－２－２）

発表方法発表時刻期　　日

東京都立大学法科大学院
Ｗebページに掲載午後１時2022年11月９日（水）

時　　間期　　日

午前10時～午前12時（予定）2022年11月27日（日）

時　　間期　　日

午前10時～午後６時（予定）2022年11月26日（土）

時　　間期　　日

午前10時～午前12時（予定）2022年11月26日（土）
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９　最終合格発表

※１　受験番号により合格者を発表します。
※２　東京都立大学法科大学院Ｗebページは以下の通りです。
　　　http://www.law.tmu.ac.jp/ls/index.html
※３　電話での合否の問い合わせには一切応じません。

■合格者への書類送付
一般選抜（３年履修課程・２年履修課程）、特別選抜（５年一貫型・開放型）のいずれにつ
いても、最終合格者へは2022年12月７日（水）に、それぞれ合格通知書及び入学手続関係書
類を郵送します。
※入学手続関係書類は事務室窓口では配布しません。

10　入学手続

　本学所定の「入学料振込依頼書」により取扱金融機関で入学料を納付し、入学料の振込証明
書原本と入学手続書類を郵送してください。この手続を怠ると入学は許可されません。
　入学手続についての詳細は、合格通知書とともに郵送する説明書を参照してください。

受付期限：2022年12月21日（水）必着
提出方法：入学手続書類を書留により郵送してください。
入 学 料：東京都の住民　１４１，０００円（予定額）
　　　　　その他の者　２８２，０００円（予定額）

※本学所定の入学料振込依頼書により、取扱金融機関で納付してください。

　なお、「東京都の住民」とは、本人又はその者の配偶者若しくは一親等の親族が、入学の日
（2023年４月１日）の１年前（2022年４月１日）から引き続き東京都内に住所を有する者をいい
ます。その認定は、本人が都内に在住の場合は本人の住民票記載事項証明書、その他の場合は
都内に在住する配偶者等の住民票記載事項証明書及び本人との親族関係を明らかにする戸籍抄
本等により行います。
　また、入学料については、生活保護世帯及び学資負担者が死亡又は天災その他により重大な
災害を受けて入学料の納入が極めて困難な場合に、本人からの申請により入学料を減免する制
度があります。

※１　授業料は年額６６３，０００円（予定額）です。
なお、授業料の改定があった場合には、改定後の年額が適用されます。授業料は、前期
と後期の指定された期日までに、それぞれ年額の２分の１を納付してください。また、
授業料については、減額又は免除の制度があります。

発表方法発表時刻期　　日

東京都立大学法科大学院
Ｗebページに掲載午後１時2022年12月７日（水）
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※２　入学者は全員、学生教育研究災害傷害保険及び法科大学院生教育研究賠償責任保険に加
入していただきます。保険料（３年履修課程：７，５２０円（予定額）、２年履修課程：５，０３０
円（予定額））は３月中に振込により納付していただきます。

※３　一般選抜の合格者のうち、出願手続（詳細については前記「６ 出願手続」を参照して
ください。）において、卒業見込証明書又は大学改革支援・学位授与機構が発行する学
位授与申請受理証明書を提出した者は、卒業証明書又は学位授与証明書を２０２3年３月３１
日（金）までに到着するよう、東京都立大学法科大学院事務室（〒１０４－００５３　東京都
中央区晴海１－２－２）宛に簡易書留で郵送してください。なお、期日までに提出がな
い場合は、合格を取り消し、入学を許可しませんので、ご注意ください。

※４　特別選抜の合格者は、卒業証明書を2023年３月31日（金）までに到着するよう、東京都立
大学法科大学院事務室（〒104－0053　東京都中央区晴海１-２-２）宛に簡易書留で郵送
してください。卒業証明書において、法曹コースを修了した旨が明示されていない場合に
は、法曹コースを修了したことを証明する書類も併せて提出してください。なお、期日ま
でに提出がない場合は、合格を取り消し、入学を許可しませんので、ご注意ください。

　　　ただし、2023年３月末日までに卒業することができなかった者のうち、東京都立大学大学院
学則第16条第３項第９号の入学資格を満たす者については、入学を許可する場合があります。

11　個人情報の取扱いについて

　本学では、個人情報について以下のとおり法令に基づき取り扱いますので、あらかじめご了
承ください。
⑴　本学への受験の際にお知らせいただいた氏名、住所等の個人情報については、入学者選抜
（出願処理、選考実施及び合格発表）及び入学手続を行うために使用します。また、入学者
のみ、①教務（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健康管理、授業料減免・奨学金申請
等）、③授業料徴収に関する業務を行うために使用します。
⑵　上記業務において、本学より一部の業務の委託を受けた業者が、個人情報について適正な
管理のための必要な措置を講じた上で、その全部又は一部を使用することがあります。
３　入学者選抜に係る情報は、今後の入学者選抜方法の検討資料の作成等に使用することがあります。

12　注意事項

⑴　身体の障害等により、受験上及び修学上特別な配慮を希望する者は、２０２２年８月２６日（金）
までに事前協議に必要な「出願にかかる協議申出書」（本学所定の用紙を請求してください。）
を東京都立大学法科大学院事務室（〒１０４－００５３　東京都中央区晴海１－２－２）に提出し
てください。
⑵　受理した書類及び納付された入学料は返還しません。
３　受験に際しては、本学の受験票を必ず携帯してください。
４　出願手続及び受験中に不正行為があった者は、受験又は入学の許可を取り消します。
５　選抜試験における評価基準（配点等）及び個人結果成績（順位等）に関する質問には一切
応じません。
６　出願書類を書き損じた場合は、二重線を引いて訂正印を押してください。修正液・修正
テープは使用しないでください。



（記載不要）



これまでの学業や社
会経験を踏まえて法
曹を目指すに至った
経緯、動機を具体的
に記載すること



（記載不要）





（記載不要）
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